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『利休にたずねよ』著：山本兼一 文春文庫 

 

あらすじと概要： 

月刊『歴史街道』（PHP 研究所）に 2006 年 7 月から 2008 年 6 月号まで連載されていたも

のを、2008 年 10 月に同社、2018 年に文春文庫で刊行された。第 140 回直木三十五賞受賞

作。茶聖と称えられ、侘び茶を極めた希代の茶人、千利休。その人物像に新たな解釈を示し、

美に対する尋常ならざる執念とその原点に迫る。 

1591 年(天正 19 年)、天下人・豊臣秀吉によって切腹を命じられた茶人・千利休。かつては

織田信長に茶頭として仕え、信長落命後は秀吉の庇護のもと、天下一の宗匠として不動の名

声を獲得した。そして、後妻・宗恩が見守る中、自らの腹に刃を立てようとしていた利休の

脳裏に、若かりし時代の記憶が甦る。千利休の、常に命がけで絶妙の境地を求め、美に執着

し、己の美学を貫き通した一生を描いた作品である。 

2013 年、市川海老蔵氏主演で映画化もされた。 

 

感想： 

新月祭前、茶道部の先輩の指導でとても印象に残っていることがある。その時は、水指が土

物で、耳がついていたから持ちにくい点前だった。「重くて持ちにくい水指でも、軽々と、

まるで重くないかのように持って。逆にお茶碗は、まるで重いものかのように持って。」と。 

本書の 324 ページにも同じような内容がある。あめや長次郎、利休が重宝した焼き手の章。 

柔らかい茶碗を頼み、それは割れやすいと長次郎に言われた利休はこう言う。「かまいませ

ん。かたちのある物は、すべて壊れます。壊れるから美しい。」そしてこう続ける。「武家の

いかつい手で持っても無骨に見えず、女人の白く美しい指で持ってもひ弱に見えぬ茶碗が

ほしい」と。長次郎は、利休がただ本当に美しく気に入った茶碗が欲しいという一念だけを

感じた。これはあくまで、歴史「小説」だけど、この利休の美学が今も受け継がれていると

いうのがやはりいいなと思う。私が伝統に携わりたいというのは、だれかの想いが、またほ

かの誰かによって守り続けられることに魅力を感じるからだろう。 


